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要 約 

 新京地どりに適した飼料エネルギー及びタンパク質水準を決定するため、4 種類の飼料を用いて

発育調査を行った。28 日齢までは市販の育雛前期飼料、28 日齢以降は飼料エネルギー及びタンパ

ク質水準の異なる飼料 4 種を給与した。その結果から選定した飼料 2 種を用いて夏期及び冬期に飼

料のみの条件を変えた発育調査を行った。これらの試験結果から、腹腔内脂肪の付き具合に有意差

が見られ、飼料エネルギーが 2900 kcal/kg のものはエネルギー過剰であることが分かった。また、

飼料費の算出結果からタンパク質水準は 16.5％が適していることが分かった。今後は、飼育期間に

起因する肉質変化の調査による飼育期間の決定と新京地どりを特徴付ける飼料の検討が必要と考

えられた。 
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      緒 言 

 

現在流通している京地どりは、京都府が作出し

平成 3 年に供給を開始した。原種鶏の性質を引き

継ぐため発育が遅く、出荷体重に到達するまで 4

か月を要することから生産コストが高くなると

いう欠点を有していた。そのため、府内流通業者

からは、肉質を落とさずに価格を抑えた地元産地

鶏鶏肉を取り扱いたいという要望が長年寄せら

れていた。 

そこで京地どりの新たな鶏種を選定するため、

種鶏については、在来種であり、かつ安定的な種

鶏供給が見込まれること、コマーシャル鶏は 2

元のハイブリッドとし、種鶏供給の低コスト化を

図ること、さらには、現京地どりの知名度、肉質

の評価を引き継ぐ可能性などを考慮し、数種類の

組み合わせの鶏種について、「京地どり生産・流

通推進協議会」と共同して、発育・食味調査を行

い、平成 29 年度に新たな京地どりの鶏種を選定

した。 

選定した新しい京地どりは、種鶏の大型化の影

響を受けて発育がよく、流通業者の要望に沿う鶏

種として期待されているが、他方で①現京地どり

の飼料の栄養水準では腹腔内脂肪が多く付くこ

と 1)、②肉質と飼育日数、栄養水準の情報が求め 

られていない、などの課題が明らかになった。ま

た、流通業者から、新たに他府県の地鶏と差別化

を図れる「京都産」地鶏としての特徴（飼料や飼

育方法）を期待する意見も出された。 

そこで、新たな鶏種に適した発育ステージごと

の飼料エネルギー及びタンパク質の水準を決定

し、肉質と出荷時期との関係を明らかにするなど

の飼育管理に関わる技術を確立することを目指

した。本研究では新たな鶏種に適した発育ステー

ジごとの飼料エネルギー及びタンパク質水準と

飼育期間に起因する肉量変化を調査した。 

 

材料及び方法 

 

１． 発育ステージ毎の飼料利用性とエネルギー

要求量の調査（スクリーニング試験） 

(1) 試験期間及び試験場所 

試験期間は平成 30 年 4 月 18 日から平成 30

年 7 月 27 日とし、発育調査は当センター内

の肉用鶏舎で行った。 

(2)  供試鶏 

新京地どり 96 羽（写真１） 

(3)  供試飼料 

0～28 日齢までは市販の育雛前期飼料、

28 日齢以降は、エネルギーとタンパク質水

準の異なる飼料 4 種を用い、トウモロコシ主
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体で自家配合した。飼料のエネルギー及びタ

ンパク質水準は日本標準飼料成分表（2011

年）を参考にした計算値である（表 1）。 

 

(4)  試験区分 

試験区は供試鶏に異なる飼料 4 種をそれ

ぞれ給与し、合計 4 区設けた。1 区当たりの

羽数は 24 羽（雌雄同羽数）とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

写真 1 供試鶏 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２． 発育ステージ毎の飼料利用性とエネルギー

要求量の調査（夏期試験） 

(1) 試験期間及び試験場所 

試験期間は平成 30 年 8 月 1 日から平成 30

年 10 月 30 日とし、発育調査は当センター内

の肉用鶏舎で行った。 

(2) 供試鶏 

新京地どり 132 羽 

(3) 供試飼料 

0～28 日齢までは市販の育雛前期飼料、28

日齢以降は試験１の結果により絞ったエネ

ルギーとタンパク質水準の異なる飼料 2 種

を用い、トウモロコシ主体で自家配合した。

飼料のエネルギー及びタンパク質水準は表

2 に示した。 

(4) 試験区分 

飼育施設を 6 つに区画し、区画には 22 羽 

（雌雄同羽数）の鶏を収容して、上述した 2 

(5)  飼育方法 

0～28 日齢までは給温して育雛、28 

日齢の時点で区分けし、京地どり飼養管

理マニュアルに基づき 6 羽/m2 で平飼い

した。点灯は 24 時間点灯で、自由摂食、

自由飲水とした。 

(6)  調査項目と調査方法 

ア 発育 

0、28、65、75、85、93、96、97、100

日齢時に体重を測定し、増体量を算出

した。飼料消費量は体重測定時に残飼

量を測定し、1 羽あたりの飼料消費量

を算出した。 

イ 腹腔内脂肪量 

     腹腔内脂肪量は雌雄それぞれの平均

体重が 3kg に到達した時点（雄：75 日

齢、雌：96～100 日齢）で 1 区あたり 9

羽ずつ無作為に選び調査した。放血、

脱羽を行い冷却後、腹腔内脂肪量を測

定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

種類の飼料を給与する 2 水準の区画を無

作為に 3 区画ずつ充てた。 

(5)  飼育方法 

0～28 日齢までは給温して育雛、28 日

齢の時点で区分けし、京地どり飼養管理

マニュアルに基づき 5.5 羽/m2で平飼いし

た。点灯は 24 時間点灯で、自由摂食、自

由飲水とした。 

(6)  調査項目と調査方法 

ア 発育 

0、28、65、75、90 日齢時に体重を測

定し、増体量を算出した。飼料消費量は

体重測定時に残飼量を測定し、1 羽あた

りの飼料消費量を算出した。飼料要求率

は前述の増体量と飼料消費量から算出し

た。また、飼料消費量から試験飼料を給

与した期間（28 日齢以降）の飼料費を算

出した。 

表1　給与飼料のエネルギー及びタンパク質水準

0～28日齢

市販

育雛前期 ① ② ③ ④

ME(Kcal/kg) 2,900以上 2,760 2,740 2,940 2,920

CP(％) 21.0以上 16.5 18.0 16.5 18.0

28日齢～

自家配合
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イ 腹腔内脂肪量 

腹腔内脂肪量は雌雄それぞれの平均体 

重が 3kg に到達した時点（雄：75 日齢、

雌：90 日齢）で 1 区あたり 8 羽ずつ無作

為に選び調査した。放血、脱羽を行い冷

却後、腹腔内脂肪量を測定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３． 発育ステージ毎の飼料利用性とエネルギー

要求量の調査（冬期試験） 

季節により飼料消費量、脂肪の付き具合な

どに変化が見られるため、夏期試験と季節のみ

条件を変えた冬期試験を行った。 

(1) 試験期間及び試験場所 

試験期間は平成 30 年 12 月 21 日から平成

31 年 3 月 20 日とし、発育調査は当センター

内の肉用鶏舎で行った。 

(2) 供試鶏 

新京地どり 108 羽 

(3) 供試飼料 

試験 2 と同様とした。 

(4) 試験区分 

飼育施設を 6つに区画し、区画には 18羽（雌

雄同羽数）の鶏を収容して、上述した 2 種類

の飼料を給与する 2 水準の区画を無作為に 3

区画ずつ充てた。 

(5) 飼育方法 

0～28 日齢までは給温して育雛、28 日齢の

時点で区分けし、京地どり飼養管理マニュア

ルに基づき 4.5 羽/m2 で平飼いした。点灯は 24

時間点灯で、自由摂食、自由飲水とした。 

(6) 調査項目と調査方法 

ア 発育 

0、28、75、89 日齢時に体重を測定し、

増体量を算出した。飼料消費量は体重測定時

に残飼量を測定し、1 羽あたりの飼料消費量

を算出した。飼料要求率は前述の増体量と飼

料消費量から算出した。また、飼料消費量か

ら試験飼料を給与した期間（28 日齢以降）

の飼料費を算出した。 

イ 腹腔内脂肪量 

腹腔内脂肪量は雌雄それぞれの平均体重

が 3kg に到達した時点（雄：75 日齢、雌：

89 日齢）で 1 区あたり 5 羽ずつ無作為に選 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

び調査した。放血、脱羽を行い冷却後、腹

腔内脂肪量を測定した。 

 

４．飼育期間に起因する肉量変化の調査 

(1) 試験期間 

試験期間は平成 30 年 8 月 1 日から平成 30

年 10 月 30 日及び平成 30 年 12 月 21 日から

平成 31 年 3 月 20 日とした。 

(2) 調査項目と調査方法 

試験２及び３で解体を行った鶏のうち各

区雄 3羽、雌 3羽の計 6羽ずつ無作為に選び、

と体重、モモ肉重量、ムネ肉＋ササミ肉重量、

手羽肉重量、腹腔内脂肪重量を測定した。 

 

結果及び考察 

１． 発育ステージ毎の飼料利用性とエネルギー 

ギー要求量の調査（スクリーニング試験） 

(1) 発育 

ア 体重 

図 1 に雄、図 2 に雌の飼料毎の体重の

推移を示した。出荷の目安体重である

3kg に雄が 75 日齢で、雌は 96～100 日齢

で到達した。飼料間では、どの飼料でも

同程度に増体し、有意差は見られなかっ

た。試験期間中、日中の気温が 35℃を超

える猛暑日、夜も 25℃を下回らない熱帯

夜が続き、食欲減退、体重の減少などが

見られた。 
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表2　給与飼料のエネルギー及びタンパク質水準

0～28日齢
市販

育雛前期 ① ②

ME (Kcal/kg) 2,900以上 2,760 2,740

CP （％） 21.0以上 16.5 18.0

28日齢～
自家配合
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イ 飼料要求率 

飼料要求率を図 3 に示した。74 日齢まで

は各飼料において同様の傾向を示し、日齢が

経過するにしたがって上昇した。なお、飼料

②及び④は解体時の日齢が遅くなったため、

その影響が、75 日以降の飼料要求率に反映

したものと考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 腹腔内脂肪量 

図 4 に雄、図 5 に雌の生体重あたりの腹腔

内脂肪割合を示した。雌では飼料間で差は見

られなかったが、雄では飼料③の腹腔内脂肪

割合が多く、飼料①に比べて 5％水準で、飼

料②に比べて 1％水準で有意に腹腔内脂肪

割合が多かった。このことから、自由摂取の

飼育条件下では、飼料のエネルギーが

2900Kcal/kg の水準は、エネルギー過剰であ

ると考えられた。また、飼料エネルギーの利

用性を決めている主要因子は、エネルギー/

タンパク質比であるといわれており、エネル

ギー/タンパク質比を下げると腹腔内脂肪が

減少することや 2)、飼料中のタンパク質含量

を増加させると腹腔内脂肪蓄積を抑制する

ことが認められている 3)。今回の調査でも飼

料②に比べて飼料①の方が腹腔内脂肪量は

多く、同様の結果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２． 発育ステージ毎の飼料利用性とエネルギ

ー要求量の調査（夏期試験） 

(1) 発育 

ア 体重 

図 6 に飼料毎の体重の推移を示した。 

出荷の目安となる 3kg に、雄は 75 日齢、

雌は 90 日齢で到達した。飼料間で、雄で

は有意差は見られなかったが、雌は 90

日齢で飼料①が飼料②に比べて 5％水準

で有意に増体が優れた。 

イ 飼料要求率 

飼料要求率を図 7 に示した。統計処理 

を行った 74 日齢まで及び雌の 90 日齢ま

でで、飼料間に有意差は見られなかった。 
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ウ 飼料費 

75 日齢までの 1 羽あたりの飼料費は飼料

①が 444 円、飼料②が 445 円、75 日齢から

90 日齢までの雌 1 羽あたりの飼料費は飼料

①が 164 円、飼料②が 162 円であった。タ

ンパク質水準の低い飼料①の方が飼料摂取

量は多いが、飼料単価は安く、飼料費は同

等となった。 

 

(2) 腹腔内脂肪量 

図 8 に生体重あたりの腹腔内脂肪割合を

示した。75 日齢の雄は 10％水準で飼料①が

飼料②に比べて腹腔内脂肪割合が多い傾向

が見られ、また、90 日齢の雌では飼料①が

飼料②に比べて 1％水準で有意に腹腔内脂

肪割合が多くなった。これは試験１と同様の

結果であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 発育ステージ毎の飼料利用性とエネルギー 

要求量の調査（冬期試験） 

(1) 発育 

ア 体重 

図 9 に飼料毎の体重の推移を示した。出 

荷の目安である 3kg に、雄は 75 日齢、雌は

89 日齢で到達した。飼料間で体重に有意差

は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 飼料要求率 

飼料要求率を図 10 に示した。統計処理

の行った 75 日齢まで及び雌の 89 日齢ま

でで、飼料間に有意差は見られなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 飼料費 

75 日齢までの 1 羽あたりの飼料費は飼 

料①が 520 円、飼料②が 555 円、75 日齢

から 90 日齢までの雌 1 羽あたりの飼料費

は飼料①が 118 円、飼料②が 121 円であっ

た。雄では特に飼料①が安い結果となった。 

(2) 腹腔内脂肪量 

図 11 に生体重あたりの腹腔内脂肪割合を 

を示した。飼料間で腹腔内脂肪量に有意差は

見られなかった。 
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以上より、飼料のエネルギーが 2900kcal/kg の

水準は腹腔内脂肪が多く付き、新しい京地どり

にとってはエネルギー過剰であることが分かっ

た。 

また、タンパク質水準の違いによっても腹腔

内脂肪の付き方に差が見られ、水準が低いほど

多くの脂肪が付いた。養鶏農家への聞き取りの

結果、鶏を飼育する上で一番重視するのは飼料

費であり、最近では腹腔内脂肪も商品価値があ

ることが分かった。タンパク質水準の違いによ

って体重に遜色はなく、腹腔内脂肪が少し多く

付くが、飼料費の安い 16.5%のタンパク質水準

が新しい京地どりには適していることが示唆さ

れた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．飼育期間に起因する肉量変化の調査 

表 3に夏期、表 4に冬期の解体成績を示した。 

雄では、夏期、冬期ともにモモ肉が 90 日齢の

方が 1％水準で有意に肉量割合が多く、75 日齢

以降はモモに肉が付くことが分かった。雌につ

いて、夏期はモモ肉、冬期はムネ＋ササミ肉が

90 日齢の方が 5％水準で肉量割合が多く、75

日齢以降も成長途中であることが分かった。今

後は、今回の肉量の試験結果と併せて、肉質調

査や食味調査の結果から出荷日齢を決めてい

く必要があると考えられる。 
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表4　冬期の解体成績 （生体重％）

生体重(g) と体重 モモ ムネ＋ササミ 手羽

75日齢 3509±244.5 93.9±2.01 17.8±1.06a 15.0±1.41 9.23±0.57

90日齢 4191±115.5 94.0±0.93 19.3±0.55b 16.3±1.76 9.18±0.61

75日齢 2836±187.7 93.9±2.12 17.9±0.67 15.8±1.02A 8.84±0.85

90日齢 3318±220.1 94.0±1.82 18.5±0.73 17.1±0.84B 8.63±0.56

平均値±標準偏差（n=9）

同性同列内異符号間に有意差あり（a,b:p＜0.01、A,B:p＜0.05)

♂

♀

表3　夏期の解体成績 （生体重％）

生体重(g) と体重 モモ ムネ＋ササミ 手羽

75日齢 3422±102.6 95.0±1.00 18.5±0.80a 15.5±0.99a 9.31±0.52B

90日齢 4005±178.0 95.8±1.91 20.5±1.02b 18.3±0.85b 8.78±0.32A

75日齢 2686±146.5 94.1±0.99 17.8±0.78A 15.4±2.00 9.44±1.40 

90日齢 3164±206.3 93.4±1.08 18.5±0.61B 16.4±1.08 8.62±1.15 

平均値±標準偏差（n=9）

同性同列内異符号間に有意差あり（a,b:p＜0.01、A,B:p＜0.05)

♂

♀


